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毎日新聞書評登場(6/9)で大反響 
昨今、移民・難民問題が取り沙汰されるせいか、しばしば古代末期以降のゲルマン

民族の大移動が注目される。…（中略）…古代末期・中世初期という時代にヨーロ

ッパが形を成しつつあったときに、これらの「蛮族」の生態は、異民族問題で立ちす

くむ現代にもなんらかの手がかりを与えてくれそうである。 
本村凌二氏、毎日新聞 6 月 9 日 
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大月康弘、小澤雄太郎 訳 

1 世紀から 7 世紀に定住したゲルマン人諸部族は、ローマ帝国

と政治や文化の交流を重ねながら、独自の歴史を刻んだ。彼ら

は、今日のヨーロッパ世界を担う人びとの祖先といえるだろうか。

本書は、19 世紀以来の学問発展を踏まえ、研究の最新成果に

立ち、古代末期から初期中世のゲルマン人諸部族の動勢に的

確な展望を与える。 
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